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事業所における自己評価総括表

・放課後クラブや児童館との交流等が少ない。
・感染症等を懸念し、交流を控えているが、公園等で交流する
こともある。

・季節、天候を見ながら、外出の機会を作っていく。
・近所と保育所等との連携を図る。

・家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン
グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会が少ない。

・感染症等により、家族を招くイベントが減っている。
・状況を見て、感染症等への規制を緩和し、開かれた施設とし
ての運営をしていく。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

・以前まで行っていた保護者会の機会が少なくなっており、改
善が必要である。

・コロナや感染症もあり、保護者会の機会が確保できていない
ため、開催できる体制を整えていく。

・時期や機会を見て感染症等の状況を見ながら保護者会開催の
検討を行う。

○事業者向け自己評価表作成日

・1人ひとりの親御様との相談や話を聞いてくれること、情報
共有を含め子ども1人ひとりの理解をした支援を行っている。

・親御様との親密な話し合い、きめ細やかな対応が出来る様に
 取り組んでいる。

全職員 9名

・相談事を全体で共有しながら質の高い支援を検討し、連携を
しながら支援を充実させていく。

・支援内容の説明、プログラムの説明、一日の活動の様子を伝
えている。

・安心して通える環境、清潔で過ごしやすい環境である。

・一つ一つの出来事に対して細かな説明を徹底している。

・教室内の環境整備、楽しみながら成⻑につながる活動が出来
るように取り組んでいる。

・今後もさらに細かく利用者の様子を見ながら細かな対応とと
もに丁寧に引き継ぎを行っていく。

・安心出来る環境と利用者への関わりを丁寧に行いながら、楽
しい活動を行っていく。

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等 さらに充実を図るための取組等

令和6年 12月16日

○従業者評価有効回答数

イストワール鴻巣小松教室

令和6年 10月26日

令和6年 10月26日 令和6年 11月27日

〇事業所名

○保護者評価実施期間

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間

令和6年 11月27日

児童発達支援・放課後等デイサービス利用の全保護者 16名

公表


